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そこで，本研究ではうま味受容体候補であるT1Rl ， T1R3 , mGluRl および mGluR4 の遺伝子発現
に着目し，舌乳頭の擦過試料を用いた客観的味覚検査法の確立を目的とした。
実験 I では，舌乳頭の擦過試料に味細胞が存在することを味細胞に特異的に発現している Gustducin
をマーカーとして免疫細胞化学染色法により検討した。次に， House Keeping Gene である O ・actin，上
記 Gustducin およびうま味受容体遺伝子の特異的プライマーを選定することにより擦過試料のリアルタ
イム PCR解析を行った。さらに，増幅した PCR 産物のシーケンス解析を行い，ターゲット遺伝子の増




その結果，実験 I において舌乳頭擦過試料に味細胞が含まれること，および リアルタイム PCR 法
を用いたシーケンス解析によりヒト由来の ß -actìn, Gustducin およびうま味受容体遺伝子が特異的に
増幅されることが示された。また，実験Eでは，ヒト舌へのうま味 (MSG) 刺激により， T1Rl および
















疫細胞化学的検討を行い，次に House Keeping Gene である 0 ・Actin，上記 Gustducin およびうま味受容
体遺伝子の特異的プライマーを選定することによりリアルタイム PCR解析を行っている。さらに，増
幅した PCR 産物のシーケンス解析を行い，ターゲット遺伝子の増幅について検索している。次いで，





たシーケンス解析によりヒト由来の β ・actin， Gustducin およびうま味受容体遺伝子が特異的に増幅され
ていることを明らかとし，本法による味覚受容体遺伝子発現の評価が可能であることを示している。
②ヒト舌へのうま味 (MSG) 刺激により T1Rl およびT1R3 受容体遺伝子の発現量が刺激直前に比
べて刺激 1 時間後に有意に増加することを示している。
以上，本研究成果は臨床において，安全な方法で舌を擦過し試料を採取することによって，味覚受
容体遺伝子の発現を定量的に解析することが可能であることを示している。本研究は，新たな客観的
味覚診断法の開発の可能性を示唆した注目すべき内容であり，今後の味覚研究および味覚障害の診断
に寄与することは多大である。よって，本研究は博士(歯学)の学位授与に値するものと認める。
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